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一
任
を
受
け
、
１２
／
１３（
日
）東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
三
役
６
名
（
事
務
局
長
も
同
席
）
が
集
ま
り

第
１
回
三
役
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
事
（
そ
の
１
）
２
０
２
１
年
度
総
会
・
懇
親

会
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
結
果
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

議
事（
そ
の
２
）次
期
会
長
選
出
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
堺　

亜
琉
現
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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会
長
あ
い
さ
つ���

・
・
会
長
ご
あ
い
さ
つ
・
・

 

東
京
天
草
郷
友
会　

会
長　

堺　
　

亜　

琉

　

東
京
天
草
郷
友
会
の
会
長
を
拝
命
し
て
、
２
期

４
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
が

多
々
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
が
、役
員
・
幹
事
の
方
々

や
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
お

蔭
様
で
理
想
と
し
た
「
老
、
壮
、
青
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
会
作
り
」
を
少
し
は
進
め
る
こ
と
が
出

来
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

　

さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
覆
い
、

こ
れ
ま
で
の
日
常
か
ら
自
粛
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
日
も
早
い
ワ
ク
チ
ン
の
摂
取
が
始
ま
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
取
り
戻
し
た
い
所
で

す
。

メ
リ
カ
や
中
国
も
参
加
し
、
１
２
０
を
超
え
る
各

国
の
足
並
み
が
揃
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
世

界
中
が
気
候
変
動
に
伴
い
、
失
い
つ
つ
あ
る
美
し

い
地
球
を
守
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
２
０
１
５
年
の
国
連
総
会
で
決
定
し
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
は
、
遅
れ
が
出
て
い
る

よ
う
で
す
。
す
な
わ
ち
経
済
の
成
長
と
貧
困
の
撲

滅
や
気
候
変
動
の
対
策
な
ど
社
会
的
問
題
の
解
決

を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
、
国
際
社
会
共
通
の
持
続

可
能
な
開
発
目
標
達
成
の
遅
れ
が
現
実
問
題
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
我
が
天
草
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

の
１
つ
で
あ
る
「
働
き
が
い
も
経
済
も
」
の
実
現

堺　亜琉  会長
… 「老」「壮」「青」のバランスが

とれていることが理想 …

に
向
け
て
動
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
中
心
と
な
っ

て
い
る
産
業
政
策
課
で
は
、
具
体
的
に
は
次
世
代

の
従
業
者
を
育
成
す
る
親
元
就
業
支
援
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
農
業
・
水
産
分
野
の
雇
用
に
繋

が
っ
て
お
り
、
逆
風
の
中
で
地
方
創
生
に
取
り
組

む
故
郷
の
取
り
組
み
に
拍
手
を
お
く
り
た
い
思
い

で
す
。

　

ま
た
、
政
界
で
も
熊
本
県
か
ら
１4
年
振
り
に
坂

本
哲
志
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
内
閣
府
特
命
大

臣
と
し
て
、
一
億
総
活
躍
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
、
少
子
化
対
策
、
地
方
創
生
を
推
進
す
る

重
要
な
担
当
大
臣
で
す
。
私
事
で
あ
り
ま
す
が
、

坂
本
大
臣
は
高
校
の
同
級
生
で
す
。
ぜ
ひ
、
国
政

と
い
う
大
き
な
舞
台
と
地
方
創
生
の
為
に
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
期
待
す
る
次
第
で
す
。
自
粛
を
経
験

す
る
と
、
改
め
て
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ

を
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
総
会
や
各
行
事
の

中
止
を
決
定
し
、
会
員
の
皆
様
と
お
会
い
す
る
の

も
儘
な
ら
な
い
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
刻
も

早
く
こ
の
未
曾
有
の
災
難
が
終
結
す
る
こ
と
を
切

に
願
い
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
衷
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
世
界
中
が
取

り
組
ん
で
い
る
問
題
が
地
球
温
暖

化
で
す
。
日
本
で
も
、
菅
総
理
が

昨
年
１0
月
の
所
信
表
明
演
説
に
お

い
て
、
２
０
５
０
年
迄
に
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、
す
な

わ
ち
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

「
実
質
ゼ
ロ
」
に
す
る
と
宣
言
し

ま
し
た
。
Ｇ
２0
サ
ミ
ッ
ト
で
も
表

明
し
、
国
際
公
約
と
し
ま
し
た
。

日
本
同
様
慎
重
な
姿
勢
だ
っ
た
ア
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牛
深
出
身
の
坂
本
哲
志
さ
ん

　

�
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
就
任

　

こ
の
度
、
菅
政
権
の
発
足
に
伴
い
、
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
主
な
任
務

は
地
方
創
生
、少
子
化
対
策
、国
家
戦
略
特
区
（
ス

ー
パ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ど
）、
子
供
の
貧
困
対
策
な

ど
多
様
、
多
彩
で
す
。
我
が
国
が
抱
え
る
重
要
課

題
ば
か
り
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
助
力
を
得
て
全

力
で
取
り
組
み
、
必
ず
前
に
進
む
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

東
京
天
草
郷
友
会
の
堺
亜
琉
会
長
は
私
の
高
校

（
熊
本
学
園
大
学
付
属
高
校
）
の
同
級
生
で
あ
り
、

私
の
東
京
後
援
会
の
会
長
も
お
願
い
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
何
よ
り
私
の
母
は
牛
深
出
身
で
あ
り
、

私
自
信
も
牛
深
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
更
に
熊
日
の

記
者
時
代
も
牛
深
支
局
長
を
３
年
間
（
昭
和
54
年

か
ら
57
年
ま
で
）
経
験
し
ま
し
た
。

　

天
草
に
は
血
も
縁
も
ゆ
か
り
も
深
く
、
天
草
大

フ
ァ
ン
の
一
人
で
あ
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
『
長
い
長
い
里
帰
り
の
旅
』

　

今
も
思
い
出
す
の
は
、
昭
和
３0
年
代
の
前
半
、

母
と
の
牛
深
へ
の
里
帰
り
の
時
で
す
。
私
た
ち
家

族
は
菊
池
郡
大
津
町
（
当
時
は
菊
池
郡
陣
内
村
）

の
陣
内
郵
便
局
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

里
帰
り
は
朝
７
時
過
ぎ
の
産
交
バ
ス
に
乗
り
熊

本
市
へ
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
熊
本
市
の
辛
島
町
か

ら
市
電
に
乗
り
国
鉄
熊
本
駅
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
鹿

児
島
行
の
列
車
に
乗
り
水
俣
駅
へ
。
列
車
は
各
駅
停

車
で
長
い
長
い
汽
車
の
旅
で
す
。

　

水
俣
駅
か
ら
水
俣
の
港
ま
で
当
時
は
幌
が
つ
い
た

乗
合
馬
車
が
あ
り
ま
し
た
。
馬
車
に
揺
ら
れ
て
港
に

着
く
と
そ
こ
か
ら
一
路
牛
深
に
向
け
船
の
旅
で
す
。

「
す
み
れ
丸
」
や
「
高
砂
丸
」
と
い
っ
た
船
の
名
前

を
憶
え
て
い
ま
す
。
途
中
、
鹿
児
島
獅
子
島
の
幣
串

（
へ
ぐ
し
）、
牛
深
に
近
く
な
る
と
深
海
に
停
船
し
、

艀
（
は
し
け
）
が
迎
え
に
来
て
乗
客
が
降
り
て
行
き

ま
し
た
。
港
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　

牛
深
港
に
到
着
し
そ
こ
か
ら
母
の
実
家
が
あ
る
船

津
ま
で
渡
し
船
で
渡
り
ま
し
た
。
母
の
実
家
「
浦
田

薬
局
」
に
着
く
の
は
午
後
７
時
を
回
り
、
１２
月
だ
と

暗
く
な
っ
て
ま
し
た
。
実
に
１２
時
間
の
里
帰
り
の
旅

で
し
た
。

　
『
熊
日
の
支
局
長
と
し
て
』

　

そ
れ
か
ら
２0
数
年
た
っ
て
、
奇
し
く
も
熊
日
の
牛

深
支
局
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
事
務
員
さ
ん
と

支
局
長
で
あ
る
私
の
２
人
で
す
。
２
歳
の
長
女
を
連

れ
て
家
族
３
人
で
赴
任
し
ま
し
た
が
、
牛
深
で
長
男

が
生
ま
れ
、
帰
る
と
き
は
４
人
家
族
で
し
た
。

　

そ
の
時
母
は
す
で
に
他
界
し
て
い
ま
し
た
が
、
叔

父
、叔
母
、い
と
こ
、母
の
友
人
は
数
多
く
お
ら
れ
、

取
材
で
ど
れ
ほ
ど
助
か
っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
管

轄
は
牛
深
市
、
河
浦
町
、
天
草
町
、
そ
し
て
鹿
児
島

の
長
島
町
、東
町
で
し
た
。
か
つ
て
知
っ
た
る
天
草
。

所
狭
し
と
駆
け
回
り
あ
っ
と
い
う
間
の
３
年
間
で
し

た
。

　

こ
の
３
年
間
の
経
験
は
今
も
政
治
に
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
海
を
相
手
に
し
た
漁
業
が
豊
漁
、
不
漁
、

同級生である堺会長とのツーショット



　

昨
年
暮
れ
の
１２
／
６
日（
日
）、
御
茶
ノ
水
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
役
員
幹
事
（
三
役
・
部
長
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
２0
名
が
集
り
、
第
３
回
幹
事
会

は
広
い
会
場
で
規
模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
は
塚
本
幹
事
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
会
議

に
先
立
ち
、
堺
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
直
ぐ

協
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

先
ず
、
議
事
（
そ
の
１
）
は
各
部
か
ら
の
活
動

報
告
。
其
々
の
各
部
長
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

の
難
し
さ
厳
し
さ
等
の
報
告
で
す
。
広
報
部
の
山

下
副
部
長
か
ら
会
報
「
あ
ま
く
さ
」
１
１
２
号
は

記
事
収
集
に
苦
労
し
て
い
る
が
予
定
通
り
３
月
上

旬
発
行
に
向
け
、鋭
意
作
業
中
と
の
報
告
が
あ
り
、

事
務
局
か
ら
は
１１
月
末
現
在
の
収
支
に
つ
い
て
、

本
田
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
サ
ー
ク
ル
活
動
の
苓

洲
会
に
つ
い
て
詳
し
い
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
（
そ
の
２
）
は
志
茂
女
性
部
長
か

ら
千
葉
県
小
湊
温
泉
へ
の
１
／
２4（
日
）・
２5（
月
）

予
定
の
一
泊
バ
ス
旅
行
を
実
施
（
延
期
含
む
）
す

る
か
否
か
の
協
議
提
案
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
今

年
度
の
親
睦
バ
ス
旅
行
は
中
止
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
（
そ
の
３
）
は
岩
下
事
業
部
長
か

ら
２
／
７（
日
）開
催
予
定
の
第
４
回
の
ど
自
慢
大

事
務
局
だ
よ
り

２
０
２
０
年
度

「
東
京
天
草
郷
友
会
」第
３
回
幹
事
会
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有
機
栽
培
の
お
い
し
い
果
物
全
般

　
　
　
　
　
　

―
産
地
直
送
い
た
し
ま
す
―

株
式
会
社
　
リ
ブ
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役　

本
田
　
治
幸

（
姫
戸
町
出
身
）　

〒
134

−

0013�

江
戸
川
区
江
戸
川
六

−

三

−

四

　
　
　
　

電　

話　

〇
三（
三
六
八
九
）五
二
四
一

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
三
六
八
九
）五
二
六
六

有
限
会
社  

マ
キ
ノ
・
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役
　

岩
下
　
幹
子

〒
２
７
０

−

０
２
２
５

千
葉
県
野
田
市
平
井
２
３
０

電
話
／
０ 

４

−

７
１
９
８

−

１
１
２
３

【
三
ツ
堀
営
業
所
】〒
２
７
８

−

０
０
１
１

　
　
　

千
葉
県
野
田
市
三
ツ
堀
４
１
１

−

１
３
２

電
話
／
０ 

４

−

７
１
７
０

−

０
５
５
７

開 催

嵐
や
赤
潮
な
ど
で
い
か
に
自
然
に
左
右
さ
れ
大

変
な
仕
事
な
の
か
。
ま
た
夏
休
み
に
は
天
草
西

海
岸
や
長
島
の
海
水
浴
場
で
必
ず
子
供
の
水
難

事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族
の
方
々
の
悲
し
み

や
捜
索
の
難
し
さ
は
言
葉
や
記
事
に
言
い
表
せ

な
い
ほ
ど
の
深
く
重
た
い
も
の
で
し
た
。

　

魚
の
鮮
度
を
保
つ
た
め
の
流
通
改
革
も
常
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
崎
津
や
大
江
の
天
主
堂

を
い
か
に
観
光
に
生
か
す
か
は
当
時
も
今
も
同

じ
で
す
。
漁
業
振
興
に
よ
る
地
域
再
生
と
観
光

に
よ
る
地
方
創
生
は
古
く
て
新
し
い
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
天
草
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
、
地
方
の
産
業
を
い
か
に
振
興
さ
せ
、
移
住

者
を
増
や
し
、
そ
し
て
少
子
化
に
歯
止
め
が
か

か
る
よ
う
に
出
来
る
か
な
ど
の
政
策
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

天
草
は
私
に
と
っ
て
、
全
て
の
原
点
で
す
。

そ
し
て
天
草
は
島
国
で
あ
る
日
本
の
縮
図
で
も

あ
り
ま
す
。
天
草
の
生
活
、
文
化
、
産
業
、
教

育
、
福
祉
な
ど
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、

地
方
を
育
て
、
我
が
国
の
本
当
の
力
強
さ
に
つ

な
が
る
、
と
い
う
信
念
で
地
方
創
生
や
少
子
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
ど
し
ど

し
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
可
能
な
限
り
政
策

に
反
映
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣　

坂
本　

哲
志

　
　
　
（
地
方
創
生
担
当
大
臣
、

 

少
子
化
対
策
担
当
大
臣
）



令和２年度活動報告  　　 　　令和２年１２月３１日迄

開催年月日 活動内容 開催場所

１月１9日・２０日 東京天草郷友会親睦一泊バス旅行 日本平と上諏訪温泉（長野）方面

２月２日 第３回天草地域対抗のど自慢大会 深川江戸資料館

３月４日 東京天草郷友会第一回幹事会 銀座赤石

７月１８日 東京天草郷友会第二回幹事会 東京ガーデンパレス

１２月６日 東京天草郷友会第三回幹事会 東京ガーデンパレス

１２月１３日 東京天草郷友会第一回三役会 東京ガーデンパレス

令和３年度活動予定  　　 　　令和３年４月３０日迄

１月２４日・２５日 東京天草郷友会親睦一泊バス旅行 小湊温泉（千葉県）方面

２月７日 第４回天草地域対抗のど自慢大会 深川江戸資料館

３月２８日 東京天草郷友会第一回幹事会 東京ガーデンパレス

４月１８日 東京天草郷友会総会・懇親会 東京ガーデンパレス

上記の予定は全て中止になりました。

会
（
場
所
：
深
川
江
戸
資
料
館
）
に
つ
い
て
協
議

提
案
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
の
ど
自
慢
大
会
も
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
（
そ
の
４
）
は
４
／
１8（
日
）東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
予
定
の
東
京
天
草
郷

友
会
２
０
２
１
年
度
総
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て
岩

下
事
業
部
長
か
ら
協
議
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
も
重
要
議
事
で
あ
り
、
協
議
は
侃
侃
諤
諤
、
三

役
会
一
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
議
事
（
そ
の
５
）
は
次
期
会
長
選
出

に
つ
い
て
で
す
。
会
議
時
間
不
足
の
為
、
次
期
会

長
選
出
も
三
役
会
一
任
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
「
東
京
天
草
郷
友
会
」 

第
１
回
三
役
会
開
催

　

第
３
回
幹
事
会
か
ら
２
０
２
１
年
度
総
会
・
懇

親
会
と
次
期
会
長
選
出
の
２
点
に
つ
い
て
、
協
議

一
任
を
受
け
、
１２
／
１３（
日
）東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
三
役
６
名
（
事
務
局
長
も
同
席
）
が
集
ま
り

第
１
回
三
役
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
事
（
そ
の
１
）
２
０
２
１
年
度
総
会
・
懇
親

会
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
結
果
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

議
事（
そ
の
２
）次
期
会
長
選
出
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
堺
亜
琉
現
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
事
務
局　

坂
川　

武
）
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◆
◆
株
式
会
社
　
藤
川
工
務
店

代
表
取
締
役

藤
川
　
圭
一
（
新
和
町
出
身
）

従
業
員
募
集
：
と
び
・
土
工
・
型
枠
大
工
・
鉄
筋
工
他

各
種
資
格
取
得
者
優
遇
す（
寮
完
備
）

概
ね
、
50
歳
程
度
の
方
迄
と
い
た
し
ま
す
。

■
本
社

〒
223

−

0056�

横
浜
市
港
北
区
新
吉
田
町
五
七
八
〇
番
地
八
号

　
　
　
　

電　

話　

〇
四
五
（
五
九
二
）
五
〇
七
五

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五
（
五
九
三
）
三
〇
一
八

■
関
東
事
務
所

〒
341

−

0005�

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一

−

一
三
二

−

一

　
　
　
　

電　

話　

〇
四
八
（
九
五
三
）
二
六
六
五

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
（
九
五
三
）
二
六
六
五

　

一
般
建
設
業　

と
び
、土
木
工
事

　

東
京
都
知
事
許
可
番
号（
般

−

２７
）第
１
２
４
４
７
２
号

株
式
会
社 

九ク

州ス

斗ト

建
設　

代
表
取
締
役
　

寺
平 

末
廣
（
河
浦
出
身
）

〒
１
２
１

−

０
８
２
３

東
京
都
足
立
区
伊
興
４

−

３

−

２�

４

電　

話
／
０�

３

−

６
８
０
７

−

１
５
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０�

３

−

６
８
０
７

−

１
５
０
６

ト
バ
セ
電
気
工
事
株
式
会
社

鳥
羽
瀬 

建
男
（
五
和
町
出
身
）

【
本
社
】〒
３
４
３

−

０
８
０
３

　
　
　

埼
玉
県
越
谷
市
砂
原
１
８
０

−

１

電　

話
／
０
４
８

−

９
７
０

−

１
１
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
４
８

−

９
７
０

−

１
１
２
９

【
東
海
支
社
】静
岡
県
三
島
市
平
田
１
７
４

−

１

〒
４
１
１

−

０
８
２
１

電　

話
／
０
５
５

−

９
７
３

−

３
７
１
１

社
会
福
祉
法
人 

明　

照　

園

理
事
長 　

 

三�

宅�

晃�

洋

熊
本
県
天
草
市
久
玉
町
一
二
七
三

－

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
九
六
九
）七
三

－

三
二
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
九
六
九
）七
三

－

三
三
〇
七
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あ
ま
く
さ
ト
ピ
ッ
ク
ス

あ
ま
く
さ
ト
ピ
ッ
ク
ス

苓　

北　

編

町
に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」�

が
初
着
任

　

外
か
ら
の
目
線
に
よ
る
苓
北
町
の
魅
力
再
発
見

と
、
地
場
産
品
の
開
発
や
Ｐ
Ｒ
等
の
支
援
を
行
う

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
、
福
島
県
出
身

の
関
根
（
せ
き
ね
）
潤
（
じ
ゅ
ん
）
さ
ん
が
、
２

０
２
０
年
５
月
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

苓
北
町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
登
用
す
る
の

は
初
め
て
で
、
関
根
さ
ん
は
台
風
災
害
に
よ
る
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
全
壊
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
妊
娠
を

機
に
家
族
で
福
島
県
か
ら
天
草
へ
の
移
住
を
決
意

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
福
島
県
で
農
業
や
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
活
動
の
経
験
を

生
か
し
て
、
食
の
大
切
さ
や
苓
北
町
の
自
然
の
豊

か
さ
、
そ
し
て
、
人
の
魅
力
を
町
外
へ
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
の
海
と
山
が
近
い
暮
ら
し
を
通
し

て
、
内
か
ら
見
え
て
い
な
か
っ
た
町
の
魅
力
を
発

見
し
、
活
性
化
の
た
め
の
新
た
な
き
っ
か
け
づ
く

り
が
期
待
さ
れ
て
ま
す
。

地域おこし協力隊
関　根　潤さん

冬を越え甘みを増した完熟みかん
「夢味（ときめき）」

イチジクを使用したグランプリ作品
「小悪魔と魔女のテリーヌ」（２０1８年）

大きく育った
苓北レタス

　

今
回
の
あ
ま
く

さ
ト
ピ
ッ
ク
ス
で

は
、
そ
ん
な
関
根

さ
ん
が
海
の
幸
、

山
の
幸
が
豊
富
な

苓
北
町
の
特
産
品

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

甘
く
て
シ
ャ
キ
ッ「
苓
北
レ
タ
ス
」

　

昭
和
３4
年
に
作
付
け
が
始
ま
っ
て
以
来
、
50
年

以
上
も
の
間
、
苓
北
町
の
主
要
農
産
物
と
な
っ
て

い
る
の
が
レ
タ
ス
で
す
。
苓
北
町
は
国
が
指
定
し

た
作
付
け
面
積
を
満
た
す
レ
タ
ス
の
産
地
と
な
っ

て
お
り
、
町
内
の
生
産
者
は
約
９0
戸
、
作
付
面
積

は
約
１
４
０
㌶
で
、
年
間
約
３
千
㌧
の
出
荷
を
誇

り
ま
す
。

　

苓
北
町
は
一
年
を
通
し
て
温
暖
で
秋
冬
野
菜
の

栽
培
に
適
し
て
お
り
、
甘
く
て
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た

お
い
し
い
レ
タ
ス
が
育
ち
ま
す
。
収
穫
時
期
の
１２

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
は
、
包
丁
で
ひ
と
つ
ひ
と

つ
レ
タ
ス
の
根
元
を
切
り
取
る
作
業
風
景
が
町
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、
収
穫
さ
れ
た
レ
タ
ス

は
主
に
関
東
方
面
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
獲
れ

た
て
の
レ
タ
ス
は
口
に
含
む
と
、
シ
ャ
キ
ッ
と
し

た
歯
ご
た
え
と
ほ
の
か
な
甘
み
で
、
外
側
の
青
い

葉
は
ち
ぎ
っ
て
味
噌
汁
に
入
れ
て
も
お
い
し
く
い

た
だ
け
ま
す
。

極
上
の
甘
さ
に
胸
キ
ュ
ン
の

「
ミ
カ
ン
」

　

苓
北
町
は
、
一
年
を
通
し
て
暖
か
く
降
水
量
も

適
度
な
た
め
、
柑
橘
類
の
栽
培
も
盛
ん
で
す
。
清

美
オ
レ
ン
ジ
、
豊
福
、
興
津
（
お
き
つ
）、
ス
イ

ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
育

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
越
冬
袋
が
け
ミ
カ
ン

は
、
鳥
獣
や
霜
か
ら
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
実
が

樹
木
に
な
っ
た
ま
ま
ひ
と
玉
ず
つ
丁
寧
に
袋
が
か

け
ら
れ
、
一
ヶ
月
以
上
完
熟
さ
せ
ま
す
。
そ
の
手

間
と
こ
だ
わ
り
が
極
上
の
甘
さ
と
瑞
々
し
さ
を
生

み
出
し
ま
す
。
露
地
物
の
温
州
ミ
カ
ン
が
糖
度
１１

度
前
後
な
の
に
対
し
、
こ
の
袋
掛
け
ミ
カ
ン
は
１３

度
以
上
と
甘
く
果
汁
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

糖
度
と
味
の
検
査
を
合
格
し
た
ミ
カ
ン
は
、「
夢

味
（
と
き
め
き
）」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
小
ぶ
り
で
可
愛
い
ら

し
い
で
す
が
、
皮
が
と
て
も
薄
く
、
中
に
は
果
肉

が
１
粒
１
粒
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

南
蛮
由
来
の
「
イ
チ
ジ
ク
」�

ス
イ
ー
ツ

　

天
草
は
イ
チ
ジ
ク
の
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
お

り
、
昔
か
ら
「
南
蛮
（
な
ん
ば
ん
）
柿
（
が
き
）」

と
呼
ば
れ
て
天
草
島
内
で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
イ
チ
ジ
ク
を
苓
北
町
の
「
洋
菓
子
店
Ｈ

ａ
ｎ
ａ
（
は
な
）」
さ
ん
で
は
、
絶
品
ス
イ
ー
ツ

と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｈ
ａ
ｎ
ａ
さ
ん
は
民
家
で
営
む
完
全
予
約
制
の

お
店
で
、
天
草
産
の
イ
チ
ジ
ク
で
「
蓬
莱
（
ほ
う

ら
い
）
柿
（
し
）」
と
い
う
品
種
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
通
常
の
イ
チ
ジ
ク
よ
り
も
味
が

濃
く
旨
味
も
豊
か
な
希
少
品
種
の
た
め
、
作
ら
れ

た
ス
イ
ー
ツ
は
大
人
の
味
わ
い
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
さ
ん
は
、
こ
の
イ
チ
ジ
ク
を

使
用
し
た
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
で
、
２
０
１
８
年
に
開

催
さ
れ
た
地
方
の
ア
イ
デ
ィ
ア
グ
ル
メ
を
競
う

「
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

の
ス
イ
ー
ツ
部
門
に
お
い
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得

し
、
そ
の
後
の
世
界
大
会
に
も
出
場
し
て
い
ま
す

の
で
、
味
は
折
り
紙
つ
き
で
す
。
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虹
色
の
貝
殻
と
優
し
い
甘
み

「
緋ひ

扇お
う
ぎ

貝が
い

」

　

赤
や
紫
な
ど
色
鮮
や
か
な
貝
殻
が
特
徴
の
緋
扇

貝
は
、
苓
北
町
の
富
岡
湾
近
く
で
約
１
年
半
育
て

ら
れ
、
直
径
９
㎝
ほ
ど
に
成
長
し
ま
す
。
大
き
な

貝
柱
が
特
徴
の
身
は
、
ホ
タ
テ
貝
に
よ
く
似
た
味

で
と
て
も
甘
み
の
あ
る
貝
で
す
。

　

昨
年
は
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
影
響
で
、
出
荷

量
は
例
年
の
２
割
ほ
ど
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
身

は
例
年
ど
お
り
大
き
く
育
ち
、
浜
焼
き
や
フ
ラ
イ

で
食
べ
る
と
貝
自
体
が
持
つ
塩
味
が
、
よ
り
一
層

甘
み
を
引
き
立
て
ま
す
。

　

ま
た
、
貝
殻
は
無
着
色
に
も
関
わ
ら
ず
多
色
多

彩
な
色
合
い
の
た
め
、
様
々
な
装
飾
品
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

色鮮やかな貝殻と優しい甘みが特徴の緋扇貝

▲ 「海のミルク」と言われ
るほど栄養満点の岩カキ

プ
リ
ッ
プ
リ
ッ
！
「
天
草
天て
ん

領り
ょ
う

岩
カ
キ
」

　

カ
キ
の
旬
と
言
え
ば
冬
を
思
い
浮
か
べ
る
人

が
多
い
で
す
が
、
苓
北
の
カ
キ
の
旬
は
夏
で
す
。

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
は
苓
北
の
海
で
育
っ

た
「
天
草
天
領
岩
カ
キ
」
が
最
も
お
い
し
い
時

期
で
す
。
天
草
灘
と
有
明
海
の
潮
が
ぶ
つ
か
る

苓
北
の
海
は
、
天
然
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
が
豊
富
で
、
そ
れ
ら
を
た
く
さ
ん
栄
養
に

し
て
４
年
間
も
の
歳
月
を
か
け
て
育
て
ら
れ
た

苓
北
産
の
岩
カ
キ
は
、
大
ぶ
り
で
プ
リ
ッ
プ
リ

ッ
。
サ
イ
ズ
は
大
き
い
も
の
に
な
る
と
手
の
ひ

ら
サ
イ
ズ
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
味
は
く
せ
が

な
く
一
般
的
な
真
ガ
キ
に
比
べ
濃
厚
で
ク
リ
ー

ミ
ー
な
味
わ
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
岩
カ
キ
は

生
食
も
可
能
で
、
焼
き
ガ
キ
や
蒸
し
ガ
キ
も
オ

ス
ス
メ
で
す
。

苓
れい

北
ほく

町
まち

を応援してください

『天草・苓北ふるさとづくり寄附金』

　１万円以上寄附していただいた苓北町外にお住
まいの方には、ふるさと“苓北町”から感謝の品 

（町特産品）をお送りいたします。

　「天草・苓北ふるさとづくり寄附金」公式サイト
よりアクセスすることができます。サイトの「お
申し込み」ページでは、手続きやお申し込みの方
法について詳しくご説明しています。

感謝

申込

ご協力のお願い

ふるさとチョイス 楽天ふるさと納税

苓北町役場  総務課  ふるさと納税係
〒８６３-２５０３ 熊本県天草郡苓北町志岐６６０番地

TEL/０9６9-３５-1111
FAX/０9６9-３５-２4５4

「天草・苓北ふるさとづくり寄附金」公式サイト 苓北町 検索

お申し込みはこちら お問い合わせ先

▼ 観光名所の
　おっぱい岩
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（
東
京
都
練
馬
区
）
に
決
め
ま
し
た
。
地
元
駅

か
ら
徒
歩
７
分
と
近
場
で
し
た
。

　

落
葉
の
絨
毯
を
踏
み
な
が
ら
瓢
箪
形
の
池

（
石
神
井
池
、
三
宝
寺
池
）
周
辺
を
散
策
。
特

に
旧
内
田
家
住
宅
（
明
治
２0
年
代
の
民
家
を
移

築
）
で
は
、
誰
か
が
天
草
と
部
屋
の
配
置
が
似

と
る
な
と
一
声
。

　

お
昼
は
、
く
ぬ
ぎ
の
木
の
下
で
弁
当
を
開
く

こ
と
に
し
、
先
に
今
年
３
月
に
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
故
助
村
隆
典
様
（
関
東
ふ
る
さ
と
新
和

会
三
代
目
会
長
）
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

無
風
で
日
本
晴
れ
と
天
候
に
も
恵
ま
れ
最
高

の
１
日
で
し
た
。
来
年
以
降
も
ま
た
、
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、「
関
東

ふ
る
さ
と
新
和
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
参
加
は
、
自
由
で
す
。

　

関
東
ふ
る
さ
と
新
和
会
・
事
務
局

 

　

平
山
敏
明
（
記
）

　

１0
年
前
『
関
東
の
景
勝
地
を
歩
き
尽
く
す

ぞ
！
』
の
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
第
１
回
は
、
三
鷹
駅
か
ら
玉
川
上
水

路
を
左
手
に
小
金
井
公
園
ま
で
。

　

初
め
て
の
試
み
で
も
あ
り
全
員
興
奮
気
味
だ

っ
た
様
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
駅
に
着

く
な
り
友
人
に
缶
ビ
ー
ル
（
ロ
ン
グ
）
を
飲
ま

さ
れ
た
の
が
昨
日
の
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
日
時
と
場
所
を
事
前
に
参
加

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
決
め
て
い
ま
す
。
今

年
（
第
１１
回
）
は
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

実
施
で
も
あ
り
中
止
に
な
る
か
不
安
で
し
た

が
、
幹
事
他
参
加
者
全
員
か
ら
近
場
で
行
い
た

い
と
の
こ
と
で
１１
月
１5
日
都
立
石
神
井
公
園

関
東
ふ
る
さ
と
新
和
会
の

　
　  「
歩
こ
う
会
」に
つ
い
て

▶
公
園
の
出
入
り
口
で
。
後
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
も
ご
覧
あ
れ
！

 

▶
古
民
家
・
内
田
邸
内
部

▶
ボ
ー
ト
か
ら
ナ
イ
ス
ビ
ュ
ー

野
田
　
と
し
こ（本

渡
出
身
）　

〒
144

−

0051�

大
田
区
西
蒲
田
七

−

四
八

−

十
四

　

蒲
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
六
Ｆ　
　
　

電　

話　

〇
三（
五
七
一
一
）三
一
五
六

（
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
西
口
下
車
ア
ー
ケ
ー
ド
街
）

ク
ラ
ブ　

赤
　
石　

赤
石
　
洋
子

（
本
渡
出
身
）　

〒
104

−

0061�

東
京
都
中
央
区
銀
座
八
丁
目
八
番
七
号

銀
座
第
３
ソ
ワ
レ
ド
ビ
ル
５
Ｆ

電　

話　

〇
三（
三
五
七
三
）三
九
九
四
番

飲
食
代（
ひ
と
り
）５
，０
０
０
円
〜
６
，０
０
０
円

久
保
　
祐
一
郎

（
龍
ヶ
岳
出
身
）　

フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー

〒
104

−

0061�

東
京
都
中
央
区
銀
座
８

−

７

−

２0
ベ
ル
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

���

銀
座
ビ
ル
４
Ｆ

電　

話　

〇
三（
三
五
七
二
）一
六
六
一

携　

帯　

〇
九
〇（
二
四
〇
三
）四
四
一
四

東京運輸株式会社

代表取締役社長　桁　山　和　成
　　　　　　　　　Mobile.０９０−２２１１−５７９８

【本　社】　〒１７４−００７５
東京都板橋区桜川２−１５−１８
TEL ０3（393１）７００４（代）
FAX ０3（393１）７５１２ 番    

【茨城営業所】 〒3０６−０２２５
茨城県古河市磯部１１−１
TEL ０２８０（93）０００４
FAX ０２８０（２3）４００3

加須営業所　TEL・FAX ０４８０（４８）６3８４



　　ダスキンライフケア
天草ステーション

　℡0120‐931‐123

天
草
の
お
墓
が
気
に
な
る
け
ど
帰
省
で
き
そ

う
に
な
い
そ
ん
な
時
は

【
お
盆
前
、お
正
月
前
、お
彼
岸（
春・秋
）前
、命
日
な
ど
】

ダ
ス
キ
ン
ラ
イ
フ
ケ
ア
に
お
任
せ
下
さ
れ
ば
、

お
墓
の
お
そ
う
じ
や
、
献
花
を
ご
家
族
様
に

代
わ
っ
て
お
伺
い
し
ま
す

年
間
５
回
の
お
墓
そ
う
じ
パ
ッ
ク

東
京
河
浦
会

会
　
　
長　

富
永
　
英
六

事
務
局
長　

友
山
　
重
則

事
務
局�

〒
253

−

0063�

茅
ヶ
崎
市
柳
島
海
岸
九
九
〇

−

二
二【
友
山
方
】

　
　
　
　
　
　
　

�

電　

話　

〇
四
六
七

−

八
二

−

〇
六
三
一

関
東
ふ
る
さ
と
新
和
会

会　

長　
　

谷
山
　
弘
行

　
　
　
　
　

役
員
一
同

事
務
局　

〒
２
７
３

−

０
１
２
４

　
　
　
　

千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
中
央
２

−

６

−

３7

　
　
　
　

㈱
松
和
工
務
店
内

電　

話　

０
４
７

−

４
４
５

−

３
５
５
６　
　

季節の花宅配専門

ピュアフラワー
東京店

お申込み／お問い合わせ

フリーダイヤル

0120−97−0875
【受付時間】9：00〜17：00
【定休日】土・日・祝日

 
株式会社  内田商会

〒144−0034
東京都大田区西糀谷1−12−9

TEL03−3741−1916

東
京
天
草
郷
友
会
を
応
援
し
ま
す
。

　
関
東
観
乗
寺
会
は
、
毎
年
９
月
最
後
の
日
曜
日

　
　
築
地
本
願
寺
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
皆
様
お
気
軽
に
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
今
年
は
１０
月
３
日（
日
）１０
時
開
催
で
す

　
　
　
　
　
電
話
０
９
６
９

−

６ 

２

−

０
５
１
７
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天草育英会奨学生OBからの報告天草育英会奨学生OBからの報告

東京天草育英会より

　厳しい寒さが続いておりますが、
皆さまいかがお過ごしでしょうか。
　私は現在、企業とユーザー間の体
験を創る、謂わば「イベント／展示
会／商業空間」を創る会社に勤務を
しております。
　会社の現状は如何せん新型コロナ
ウイルスの影響によりダメージが大
きいということは言うまでもありま
せん。
　ですが、１番打撃を大きく受ける
業界にいるからこそ企業の動きがわ
かることもたくさんあります。例え
ば下記のようなことです。
◦�今後のお店の方針や空間をどう設
計すればいいのか（大手化粧品
メーカー、大手旅行代理店より）
◦�安全を確保できるようであればイ
ベントや大会を実施したいがどの
ような開催が望ましいのか（携帯
キャリア会社より）
　このようなご要望に応えていくの
が私の仕事です。特に私は新規のお
客様に向けた営業がメインになりま
す。
　さて皆さま、改めてこの１年間を
振り返ってみていかがでしたでしょ
うか。私は正直ストレスに感じるこ
とが多くなったなと感じています。
（もちろん心身ともに元気です！）
　例えば緊急事態宣言時は「オンラ

琴原　成啓さん

イン飲み（zoom飲み）」なるものが
一時的に流行りましたし、あらゆる
接点がオンラインになっていきまし
たよね。（ミーティング、セミナー、
イベント、お買い物などなど）場所
や移動に囚われことがなくなり、効
率は上がっているのかと思います。
とは言いつつも面と向かって人とふ
れあう機会が減り、何か物寂しい気
持ちもするかと思います。
　今後私はこの後者のネガティブな
感情を出来るだけポジティブに変え
るような体験を会社を通じて社会に
実装していきたいと思っています。
　不要不急という言葉があります
が、不要不急の中に本来人がふれあ
う本質的な豊かさもあったりしま
す。感染拡大の助長をしてはいけな

いことは大前提ですが、不要不急
という大きな言葉でまとめず、細
かい部分まで分けて考えること、
そして本来の豊かさをしっかり考
え抜き社会に豊かさを還元してい
きたいです。温かい社会にしたい
と思います。
　この辛い時期が無駄ではなかっ
たと言えるために全力で精進して
まいります。
　今後ともよろしくお願い申し上
げます。
� （２0２0年１２月）

  皆様からの心のこもった寄付金が大きな手助けになっています。
ありがとうございます。

1,000円から何口でも結構です。

新型コロナウイルス感染症の影響により、奨学生の皆さんもオンライン授業やアルバイト先減少など
大きな影響を受けてるようです。このような状況の中、昨年も多くの方々にご寄付をいただきました。

未来を荷う学生に力を与えることができる皆様の善意に感謝申し上げます。

郵便局備え付けの払込取扱票に、当東京天草育英会の口座記号・番号
（００１００ ＝ ４ ＝　 ３６２１２７）を、加入者名の欄に

「一般財団法人東京天草育英会」 と お書きください。
一般財団法人 東京天草育英会   理事長　園田峯生

☎０３－６２６１－５５９８　　URL http://amakusa-ikueikai.com
〒１０２-００９３ 千代田区平河町２-５-７ ヒルクレスト平河町５０１号



株式会社ナカ・コーポレーション

代表取締役  中 本 幸 政
【事業内容】

●建築工事の設計、施行、請負
●建築総合リフォーム（内、外装）
●店舗工事の設計、施行、請負

〒１１４−０００３
東京都北区豊島1−３6−3
TEL 03−5902−5133
FAX 03−5902−5134
URL:http//www.naka-corp.com
E-mail y.nakamoto@naka-corp.com
携 帯 ０９０−１０３４−５１４２
東京都知事（特１）第１０９８９１号

型枠工事一式
千葉県許可番号（般126）第
49360号

株式会社 松和工務店

代表取締役

松元　巧
（新和出身）

〒273−0124
千葉県鎌ケ谷市中央２−6−３7
TEL・FAX�047−445−3556
資材置場�千葉県印西市鎌苅
字中野峠1983−２
TEL・FAX�0476−80−5531
E-mail：tk.1093@train.ocn.ne.jp
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

昨
年
か
ら
世
界
中
の
人
々
の
自
由
を
奪
っ
て
い

る
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
今
年
に
入
っ
て
変
種
ウ
ィ

ル
ス
が
出
て
き
て
益
々
不
安
を
掻
き
立
て
て
い
ま

す
。
春
に
な
る
前
に
ど
こ
か
（
宇
宙
で
も
）
飛
ん

で
行
っ
て
く
れ
な
い
か
な
あ
と
真
剣
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、苓
洲
会
も
松
永
先
生
に
教
わ
り
始
め
て
、

二
月
で
九
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

講
評
で
は
俳
句
に
お
け
る
楽
し
み
方
や
決
ま
り

事
の
指
導
な
ど
（
今
迄
岩
崎
先
生
か
ら
教
え
ら
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
つ
い
、
う
っ
か
り
ミ
ス
し
て

し
ま
う
事
も
）
丁
寧
に
指
摘
し
て
頂
き
な
が
ら
勉

強
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
二
十
一
日
に
は
横
浜
の
野
毛
山
動

物
公
園
で
吟
行
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

と
い
う
事
も
あ
り
、
参
加
者
は
七
名
で
し
た
が
、

先
生
か
ら
褒
め
ら
れ
る
句
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

吟
行
は
天
候
に
か
か
わ
ら
ず
楽
し
い
も
の
で

す
。
晴
天
で
よ
し
、
曇
天
な
お
よ
し
、
雨
で
も
又

よ
し
。
俳
句
に
は
全
て
良
し
と
言
え
る
懐
の
深
さ

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

野
毛
山
動
物
公
園
は
入
園
料
は
無
料
で
色
ん
な

動
物
達
が
い
ま
す
。
家
族
で
憩
え
る
広
場
も
あ
っ

俳
句
と
天
草
の
仲
間
た
ち

�

苓
洲
会　

俳
句
の
会
　
本
田
　
治
幸

　

そ
れ
で
は
い
つ
も
通
り
、
私
達
の
楽
し
み
の
成
果
を
ご
覧
下
さ
い
。

�

（
順
不
同
）

・
晩
秋
や
ざ
わ
ざ
わ
ゆ
る
る
大
柏　

�

　
　
　

今
福

・
野
毛
山
路
落
ち
葉
の
競
ふ
演
舞
か
な�

　
　

藤
川

・
山
茶
花
の
見
つ
め
る
先
に
汀
女
の
碑�

　
　

山
下

・
枯
葉
舞
ふ
野
毛
の
キ
リ
ン
に
憂
ひ
あ
り�

　

赤
石

・
野
毛
山
の
木
々
色
づ
き
て
に
ぎ
わ
へ
り�

　

平
山

・
浜
の
秋
野
毛
の
山
か
ら
ひ
と
な
が
め　

�

　

坂
川

・
幼
子
の
ま
ぶ
た
を
お
お
ふ
冬
帽
子　
　

�

　

本
田

・
君
さ
そ
ふ
銀
杏
艶
増
す
落
葉
道
（
投
句
）�

岩
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

以
上
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て
、
と
て
も
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
気
軽
に
行
け

る
お
奨
め
の
場
所
で
す
。

　

そ
れ
と
公
園
内
に
『
中
村
汀
女
』
の
石
碑
が
あ

り
ま
し
た
。
松
永
先
生
か
ら
熊
本
出
身
の
有
名
な

女
流
俳
人
で
す
よ
。
と
教
え
て
頂
き
、
名
前
は
聞

い
た
事
は
あ
る
が
詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
。
皆
も

同
じ
よ
う
で
し
た
。

　

こ
れ
は
い
い
機
会
だ
と
思
い
汀
女
（
以
下
敬
称

略
）
と
は
ど
ん
な
人
か
調
べ
て
み
る
事
に
し
ま
し

た
。
随
筆
や
自
伝
、
句
集
を
読
ん
で
み
る
と
郷
土

愛
に
あ
ふ
れ
、
自
然
を
愛
し
て
優
し
い
、
そ
れ
で

い
て
熊
本
人
ら
し
く
毅
然
と
し
た
と
こ
ろ
を
持
っ

て
い
た
人
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

「
蕗

つ
わ
ぶ
きの

た
う
お
も
ひ
お
も
ひ
の
夕
汽
笛
」
汀
女

　

こ
の
句
は
野
毛
山
公
園
内
に
立
っ
て
い
る
石
碑

に
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
因
み
に
汀
女
の
句

碑
が
作
ら
れ
た
場
所
は
横
浜
に
二
ヶ
所
、
東
京
羽

根
木
公
園
、
熊
本
市
に
二
ヶ
所
、
天
草
本
渡
と
合

計
六
ヶ
所
あ
る
よ
う
で
す
。

　

汀
女
は
昭
和
五
年
か
ら
同
十
年
ま
で
横
浜
で
過

ご
し
ま
し
た
。そ
し
て
、す
っ
か
り
横
浜
が
大
好
き

に
な
り
、
東
京
に
移
っ
て
か
ら
で
も
横
浜
に
郷
愁

を
覚
え
た
と
の
事
で
す
。（
ご
主
人
が
大
蔵
省
官
吏

で
転
勤
が
多
く
名
古
屋
、大
阪
、仙
台
、東
京
な
ど
）

　

熊
本
へ
の
思
い
入
れ
が
強
い
の
は
当
然
で
す

が
、
こ
の
横
浜
へ
の
愛
着
は
相
当
だ
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
横
浜
は
、
他
県
人
で
も
外
国
人
で

も
気
軽
に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
自
由
な
気
風
の
街

で
、
そ
こ
に
惹
か
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
熊
本

の
封
建
的
な
風
土
と
自
由
な
横
浜
の
風
土
の
違
い

に
驚
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

汀
女
は
二
十
歳
で
結
婚
し
て
十
八
歳
か
ら
始
め

た
好
き
な
句
作
を
中
止
し
ま
す
。
そ
し
て
再
開
す

る
ま
で
十
年
の
歳
月
が
か
か
り
ま
し
た
。
本
人
は

始
め
た
ら
す
ぐ
に
出
来
る
と
思
っ
て
い
た
俳
句
が

全
然
で
き
な
く
て
、
言
葉
も
浮
か
ば
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
天
か
ら
言
葉
が
降
り
て
く
る
と
思
え
る

ほ
ど
だ
っ
た
の
が
全
く
出
て
来
な
か
っ
た
事
に
ブ

ラ
ン
ク
の
怖
さ
知
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

春
寒
や
碇
泊
船
の
う
す
煙

さ
み
だ
れ
や
船
が
お
く
る
る
電
話
な
ど

裸
な
る
伊
豆
の
昼
寝
路
も
ど
り
け
り

　

こ
の
句
が
出
来
て
虚き

ょ
子し

先
生
に
お
会
い
し
た
い
心

と
な
り
初
め
て
手
紙
を
書
い
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

芸
術
の
創
作
に
は
心
の
余
裕
と
良
い
環
境
が
如

何
に
大
事
か
が
分
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
思
う
と
作
句
す
る
に
は
我
々
は
と
て
も
良

い
環
境
と
時
間
が
あ
る
ん
だ
け
ど
他
に
何
が
足
り

な
い
ん
だ
？
（
我
々
は
じ
ゃ
な
く
て
私
は
、
で
し

ょ
う
！
と
言
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。）

　

そ
ろ
そ
ろ
こ
の
辺
で
会
員
の
募
集
案
内
を
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
募
集  （
苓
洲
会
）

　

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
人
生
に
潤
い
と
満
足
を
の

ぞ
ん
で
お
ら
れ
る
方
、
又
は
「
暇
な
ん
だ
け
ど
」

と
思
わ
れ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

俳
句
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
自
分
の
気
持
ち
で
す
。
句

作
り
は
直
ぐ
に
慣
れ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先�

苓
洲
会
事
務
局

　

電　
　

話　

０�

３

−

３
６
８
９

−

５
２
４
１

　

本
田
携
帯　

０
９
０

−

３
３
４
８

−

４
３
８
５

一
．
毎
月
一
回
（
日
曜
日
で
集
会
日
は
連
絡
）

一
、
時
間　

午
後
一
時
か
ら

一
、
場
所　

横
浜
界
隈
の
区
民
館
な
ど

一
、
会
費　

千
五
百
円
／
月

　
　

投
句
の
み　

千
円

美
作
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

川
口
　
智
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（
大
矢
野
）

〒
343

−

0838�

埼
玉
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市
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生
４

−

４

−

２２
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話　

〇
四
八（
九
八
八
）七
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九
一
㈹

Ｆ
Ａ
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四
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九
八
八
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七
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三
番

携　

帯　

〇
九
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七
二
五
八
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〇
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二
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会
保
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事
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橋
３

−

２

−
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−
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夫
の
転
勤
で

大
阪
か
ら
住
み

易
い
横
浜
に
来

て
や
っ
と
句
作

り
の
意
欲
が
出

て
き
て
交
流
が

続
い
て
い
た
杉

田
久
女
に
再
開

を
薦
め
ら
れ
て

や
っ
と
出
る
よ

う
に
な
っ
た
と

書
い
て
ま
す
。
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る
だ
け
な
ん
で
す
が
ね
。

　

さ
ら
ー
っ
と
藤
兵
衛
の
人
生
振
り
返
り

ま
す
と
２
歳
の
時
に
祖
父
の
明
智
光
秀
が

信
長
を
殺
害
し
俗
に
言
う
三
日
天
下
に
終

わ
り
一
家
離
散
し
藤
兵
衛
は
孤
児
に
な
り

ま
す
。
明
智
家
に
縁
あ
る
商
家
に
引
き
取

ら
れ
そ
こ
で
１３
歳
ま
で
育
て
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
藤
兵
衛
の
叔
母
細
川
ガ
ラ
シ
ャ

の
旦
那
さ
ん
細
川
忠
興
に
実
は
生
き
て
た

ん
で
す
よ
ー
と
名
乗
り
出
る
と
忠
興
は
藤

兵
衛
を
寺
に
預
け
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
ガ
ラ

シ
ャ
夫
人
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
寺
か
ら
藤
兵

衛
を
呼
び
出
し
大
変
可
愛
が
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
の
時
期
に
藤
兵
衛
宛
て
に
送
ら
れ

た
ガ
ラ
シ
ャ
の
手
紙
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
数
年
過
ぎ
て
豊
臣
秀
吉
の
政
権

が
安
定
し
た
こ
ろ
、
も
う
よ
か
ろ
う
と
忠

興
が
秀
吉
の
許
し
を
得
て
藤
兵
衛
を
元
服

さ
せ
細
川
家
に
仕
官
さ
せ
ま
す
。
た
だ
細

川
家
に
は
あ
ま
り
長
く
在
籍
せ
ず
唐
津
の

寺
沢
家
に
移
籍
し
ま
す
。
こ
の
移
動
の
理

由
は
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
藤
兵

衛
の
父
親
の
元
家
臣
が
寺
沢
家
に
居
た
り

藤
兵
衛
の
妻
の
一
族
が
寺
澤
の
奥
方
に
な
っ

て
い
た
り
と
の
理
由
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
寺
澤
家
に
行
っ
て
か
ら
も
細
川
家
と

藤
兵
衛
の
関
係
は
良
く
て
手
紙
や
贈
り
物

の
や
り
取
り
を
し
た
り
情
報
交
換
し
た
り

な
ど
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
な

か
な
か
珍
し
い
こ
と
で
普
通
家
を
出
た
武

士
は
元
居
た
と
こ
と
あ
ま
り
良
い
関
係
は

築
け
な
い
も
ん
な
ん
で
す
よ
ね
。
驚
き
ま

し
た
。

　

藤
兵
衛
さ
ん
か
な
り
優
秀
な
人
だ
っ
た

よ
う
で
寺
澤
家
で
も
順
調
に
出
世
し
上
級

家
臣
と
な
り
関
ケ
原
の
戦
功
で
新
し
く
領

地
と
な
っ
た
天
草
の
最
高
責
任
者
と
し
て

富
岡
城
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
あ
の
天
草

と
で
天
草
の
注
目
度
を
上

げ
ら
れ
た
ら
い
い
な
ー
と

言
う
の
が
こ
の
「
勝
手
に
三

宅
藤
兵
衛
有
名
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
趣
旨
で
あ
り
ま

す
。
当
然
ど
こ
か
の
誰
か
に

頼
ま
れ
た
と
か
応
援
さ
れ

た
と
か
支
持
さ
れ
た
と
か

で
は
な
く
自
分
た
ち
が
勝

手
に
自
己
満
足
す
る
た
め

に
静
か
に
寂
し
く
や
っ
て
い

っ
と
内
地
で
山
を
利
用
し
て
有
利
に
戦
お

う
な
ど
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

藤
兵
衛
さ
ん
の
自
軍
の
倍
以
上
い
る
と

思
わ
れ
る
一
揆
軍
に
対
し
て
平
場
で
真
っ

向
勝
負
を
挑
ん
で
い
ま
す
。

　

天
草
支
配
の
最
高
責
任
者
と
し
て
一
揆

を
お
こ
し
て
し
ま
っ
た
失
政
の
責
任
は
の
が

れ
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
奮
闘
し
て
明
智
家

の
名
誉
と
我
が
子
達
の
未
来
切
り
開
い
て

あ
げ
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
藤
兵
衛
の
意
思
を
継
ぐ
か
の
よ
う

に
そ
の
後
藤
兵
衛
の
長
男
で
あ
る
藤
右
衛

門
は
富
岡
城
を
守
り
抜
き
原
城
に
お
い
て

手
柄
を
た
て
て
大
い
に
武
名
を
上
げ
ま
す
。

そ
の
後
藤
兵
衛
の
子
た
ち
は
細
川
家
に
仕

官
し
三
宅
の
名
を
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
ち
な

み
に
初
代
東
京
大
学
医
学
部
長
を
務
め
た

三
宅
秀
は
藤
兵
衛
の
子
孫
に
あ
た
り
ま
す
。

天
草
発
ふ
る
さ
と
の
昔

む
か
ー
し
の
昔
話

青木　賢治氏
天草市浜崎町在住／あおき屋（ふるさと
味自慢の会）代表／天草レキバナ（天草
の歴史と昔話を話す会）の主催者
※ 東京天草郷友会総会に、物産販売で

度々ご協力いただいている。

　

私
が
所
属
し
て
い
る
天
草
レ
キ
バ
ナ
と
い

う
歴
史
勉
強
会
で
は
“
勝
手
に
三
宅
藤

兵
衛
有
名
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
絶
賛
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

三
宅
藤
兵
衛
っ
て
誰
？
と
言
う
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
の
で
ご
説
明
し
ま
す
と
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
来
る
」
の

主
人
公
明
智
光
秀
の
孫
に
あ
た
る
人
物
で

１
６
３
７
年
我
ら
の
天
草
を
大
混
乱
に
陥

れ
た
天
草
島
原
の
乱
で
あ
の
天
草
四
郎
と

本
渡
で
戦
っ
た
人
で
す
。
天
草
一
の
有
名

人
に
し
て
美
少
年
と
言
わ
れ
て
い
る
四
郎

の
い
わ
ば
敵
役
で
す
ね
。
一
般
的
に
は
悪

役
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
で
も
お
爺
さ
ん
が
大
河
ド
ラ
マ
の
主

人
公
と
な
っ
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
で
、

そ
れ
に
乗
っ
か
っ
て
そ
の
孫
が
天
草
に
居
た

ん
で
す
よ
。
そ
し
て
あ
の
天
草
四
郎
と
戦

っ
た
ん
で
す
よ
。
世
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

島
原
の
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る

わ
け
で
す
。

　

二
人
が
戦
っ
た
戦
場
は
軍

記
物
四
郎
乱
物
語
を
読
む

と
四
郎
率
い
る
一
揆
軍
は
志

柿
に
陣
を
は
り
藤
兵
衛
達

唐
津
軍
が
町
山
口
、
小
松

原
、
今
釜
に
お
り
そ
こ
か
ら

潮
の
引
い
た
瀬
戸
で
戦
っ
て
い

ま
す
。
藤
兵
衛
さ
ん
は
海
岸

線
を
利
用
し
よ
う
と
か
、
も

青
木　

賢
治

「
天
草
四
郎
と
戦
っ
た
男
、�

�
三
宅
藤
兵
衛
」
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天
草
に
は
、
戦
国
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に

か
け
て
為ぎ

政せ
い

者し
ゃ

の
苛か
れ
ん
ち
ゅ
う
き
ゅ
う

斂
誅
求
に
苛さ
い

ま
さ
れ
た

悲
惨
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

天
草
は
１
５
８
８
年
に
肥
後
南
半
分
の
領

主
と
な
っ
た
切
支
丹
大
名
小
西
行
長
の
奨
励

に
よ
り
切
支
丹
化
が
進
み
ま
し
た
が
、
行
長

が
関
ヶ
原
の
戦
い
で
石
田
方
に
与
し
て
敗
れ

た
１
６
０
０
年
に
家
康
か
ら
肥
後
一
国
を
与

え
ら
れ
た
加
藤
清
正
は
、
切
支
丹
を
敬
遠
し

た
た
め
か
、
幕
府
に
願
い
出
て
熊
本
か
ら
豊

後
鶴
崎
港
（
大
坂
へ
の
船
出
の
起
点
）
に
至

る
豊
後
街
道
沿
い
の
飛
地
２
万
石
と
の
交
換

に
よ
り
天
草
を
放
棄
し
た
こ
と
に
伴
い
、
天

草
は
肥
前
唐
津
藩
の
飛
地
領
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
天
草
の
苦
難
の
歴
史
の
始
ま
り

と
な
る
と
と
も
に
、
以
後
は
明
治
ま
で
肥
後

の
国
か
ら
排
除
さ
れ
、
加
藤
氏
か
ら
細
川
氏

へ
と
続
く
肥
後
熊
本
藩
の
善
政
の
恩
恵
も
受

け
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

唐
津
藩
主
寺
沢
広
高
は
、
天
草
統
治
の
初

め
に
検
地
を
や
り
直
し
、
実
高
の
２
倍
超
の

４
万
２
千
石
と
過
大
評
価
し
ま
し
た
。
広
高

と
し
て
は
、
本
領
唐
津
の
８
万
石
と
合
わ
せ

て
１２
万
石
超
の
中
堅
大
名
と
し
て
家
格
を
粉

飾
し
、
江
戸
城
に
お
け
る
将
軍
拝
謁
時
の
席

次
を
上
げ
よ
う
と
の
思
惑
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
税
率
５
割
（
五
公
五
民
）
で
実
収
の

全
部
を
取
り
立
て
ら
れ
た
島
民
は
堪
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

折
し
も
対
岸
の
島
原
藩
も
同
様
で
、
藩
主

松
倉
重
政
は
６
万
石
と
し
て
は
分
不
相
応
に

壮
大
な
島
原
城
を
新
築
し
た
ほ
か
、
幕
府
に

阿お
も
ね

る
あ
ま
り
、
１0
万
石
相
当
の
公
役
を
買
っ

て
出
る
な
ど
に
よ
り
、
領
民
は
重
税
に
喘
い

で
い
ま
し
た
。

　

１
６
３
７
年
、
小
西
家
浪
人
ら
に
率
い
ら

れ
て
蜂ほ
う

起き

し
た
も
の
の
、
唐
津
藩
の
出
城
た

る
富
岡
城
を
攻
め
あ
ぐ
ね
た
蜂
起
民
は
、
早

崎
の
瀬
戸
を
渡
り
島
原
の
領
民
と
合
流
し
、

島
原
の
乱
が
勃
発
し
ま
し
た
。
殉
教
の
た
め

の
切
支
丹
一
揆
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

実
は
為
政
者
た
る
寺
沢
・
松
倉
両
氏
の

苛か
れ
ん
ち
ゅ
う
き
ゅ
う

斂
誅
求
に
耐
え
か
ね
た
百
姓
一
揆
と
解
さ

れ
て
お
り
、
３
万
７
千
人
と
も
い
わ
れ
る
一

揆
軍
の
原
城
に
お
け
る
玉
砕
全
滅
に
よ
り
悲

し
い
終
末
を
迎
え
ま
し
た
。

　

乱
の
平
定
後
、
寺
沢
・
松
倉
両
氏
は
失
政

を
問
わ
れ
て
取
り
潰
さ
れ
た
結
果
、
天
草
は

天
領
と
な
り
、
江
戸
か
ら
鈴
木
重
成
と
い
う

代
官
が
赴
任
す
る
こ
と
に
よ
り
漸
く
天
草
の

「
夜
明
け
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
重

成
は
、
実
兄
で
曹
洞
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
鈴

木
正し
ょ
う
さ
ん三
と
と
も
に
、
乱
に
よ
り
破
却
さ
れ
た

寺
社
を
再
興
し
て
改
宗
後
の
人
心
の
安
定
を

図
る
と
と
も
に
、
乱
で
激
減
し
た
人
口
対
策

と
し
て
近
隣
各
藩
か
ら
移
民
を
募
り
、
荒
廃

し
た
農
地
を
開
墾
す
る
一
方
で
、
自
ら
把
握

し
た
実
高
を
踏
ま
え
て
表
石
高
４
万
２
千
石

の
半
減
を
再
三
に
わ
た
り
幕
府
に
上
申
し
ま

す
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
最
後
は
何
と
自
ら

江
戸
へ
出
府
の
上
、
嘆
願
書
を
出
し
自
刃
し

て
果
て
ま
す
。
当
時
は
許
し
な
く
切
腹
し
た

武
士
は
お
家
断
絶
が
通
例
で
し
た
が
、
何
故

か
幕
府
は
重
成
を
病
死
扱
い
と
し
て
家
督
相

続
を
認
め
た
（
こ
の
た
め
自
死
で
は
な
く
病

死
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。）
ば
か
り
か
、
重
成

の
死
か
ら
７
年
後
の
養
子
重
辰
が
代
官
の
時
、

天
草
の
石
高
半
減
を
許
し
ま
し
た
。

　

私
が
生
ま
れ
た
天
草
町
高
浜
の
高
浜
八
幡

宮
の
傍
ら
に
、
子
供
な
が
ら
に
「
ち
ゅ
ぢ
ゅ

き
さ
ま
（
鈴
木
様
）」
と
敬
い
親
し
ん
だ
「
鈴

木
神
社
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
天
草
に

安
ら
ぎ
と
仁
政
を
も
た
ら
し
た
名
代
官
鈴
木

重
成
を
慕
っ
て
村
民
が
祀ま
つ

っ
た
も
の
と
の
こ

と
。
高
浜
と
同
様
に
天
草
の
津
々
浦
々
に
は
、

神
様
に
な
っ
た
名
代
官

�
〜
初
代
天
草
代
官
　
鈴
木
　
重
成
〜�

�
     

上
田　

幸
穂

重
成
の
死
後
、
主
祭
神
た
る
八
幡
宮
や
諏
訪

社
等
の
末
社
と
し
て
「
鈴
木
神
社
」
が
建
立

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
も
本
町
の

鈴
木
神
社
本
宮
の
ほ
か
、
倉
岳
町
棚
底
、
楠

浦
町
、苓
北
町
志
岐
・
白
木
尾
、天
草
町
大
江
、

本
渡
町
本
泉
、
新
和
町
大
宮
地
、
久
玉
町
等

に
鈴
木
神
社
が
点
在
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

領
主
の
見
栄
の
た
め
苛か
れ
ん
ち
ゅ
う
き
ゅ
う

斂
誅
求
を
極
め
た

寺
沢
広
高
や
松
倉
重
政
、
そ
し
て
、
自
ら
を

犠
牲
に
し
て
石
高
半
減
を
訴
え
、
島
民
を
救

お
う
と
し
た
鈴
木
重
成
と
い
う
対
照
的
な
為

政
者
像
を
み
る
に
つ
け
、
人
に
優
し
い
国
民

本
位
の
政
治
や
行
政
が
永
続
す
る
日
本
で
あ

れ
か
し
と
祈
る
の
み
で
す
。

（
文
中
、
歴
史
に
わ
た
る
部
分
は
、
司
馬
遼
太

郎
氏
の
「
街
道
を
行
く
１7
」
を
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）
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�「
ふ
る
里
は
遠
き
に
あ
り
て�

�

�

思
う
も
の
…
（
室
生
犀
星
）」

　

私
、
団
塊
世
代
、
ま
だ
ま
だ
小
学
校
六
年
生
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
九
州
は
西
の
果
て
、
熊
本
県

の
天
草
島
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
が
産
ま
れ
た
時

に
、
こ
の
子
は
あ
の
紅
顔
の
美
少
年
《
天
草
四
郎

時
貞
》
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
は
な
い
か
？
…
と
誰

も
思
わ
な
か
っ
た
そ
う
で
、
た
だ
平
凡
に
小
学
校

六
年
生
ま
で
育
ち
ま
し
た
。小し

ょ
う
ろ
く六
と
書
き
ま
し
て
、

天
草
小こ

六ろ
く

と
申
し
ま
す
。
暫
く
の
間
お
付
き
合
い

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
、
世
が
世
で
あ
れ
ば
《
お
殿
様
》
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
先
祖
は
戦
国
時
代
、
今
の

佐
賀
県
で
、
松
浦
水
軍
を
率
い
た
《
名
護
屋
城

主
？
》
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
最

も
、《
水
軍
》
と
申
し
ま
し
て
も
、
只
の
《
海
賊
》

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、《
豊
臣
秀
吉
》

の
九
州
平
定
の
時
に
敗
れ
ま
し
て
、
今
の
天
草
島

に
逃
げ
伸
び
、
そ
の
後
《
平ひ

ら

床と
こ

の
庄
屋
株
》（
合

併
に
よ
り
平
床
村
→
新し

ん

合ご
う

村
→
河
浦
町
→
天
草

市
）
を
買
い
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
あ
～
平
家
の
落お

ち
ゅ
う
ど人
み
た
い
な
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
最
も
素
人
落
語
家
の
言
う
こ
と
な
ん
て
余

り
あ
て
に
な
さ
ら
な
い
方
が
良
い
よ
う
で
御
座
い

ま
す
。

「
年
ゆ
き
て　

末
の
子
も
ま
た
社
会
人�

�

　

我
が
頭
髪
白
く
な
り
け
り
」

　

こ
れ
は
、
若
い
時
か
ら
東
京
で
活
動
し
て
、
最

後
に
故
郷
・
天
草
に
安
住
を
求
め
た
父
の
辞
世
の

句
。
末
の
子
と
は
私
、
私
が
社
会
人
に
な
っ
た
こ

と
を
見
届
け
、病
に
伏
し
た
。そ
の
父
が
亡
く
な
っ

た
の
が
7２
歳
。
今
年
、私
も
そ
の
年
齢
に
な
っ
た
。

　

父
は
三
男
で
あ
り
、
上
の
兄
二
人
が
二
十
歳
前

後
で
亡
く
な
り
、
男
系
末
っ
子
の
父
が
戦
前
の
戸

籍
法
上
自
然
に
跡
継
ぎ
に
な
っ
た
。
戦
後
の
農
地

解
放
に
よ
り
、
田
畑
の
所
有
名
義
が
三
か
所
に
別

れ
、
父
の
代
か
ら
ず
～
と
親
戚
の
方
に
管
理
し
て

頂
い
て
い
た
。
そ
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
親
戚

の
方
々
も
高
齢
に
な
り
管
理
が
だ
ん
だ
ん
難
し
く

な
っ
て
き
た
。
そ
の
土
地
も
父
の
死
後
四
五
年
目

に
し
て
、
初
め
て
、
熊
本
市
内
に
住
む
兄
名
義
一

か
所
に
纏ま

と
ま

っ
た
が
、
同
じ
よ
う
に
後
期
高
齢
者
で

あ
る
。
亡
き
父
の
生
活
拠
点
が
関
東
で
あ
っ
た
た

め
、
天
草
で
育
っ
た
思
い
出
を
持
つ
兄
弟
姉
妹
系

統
の
血
縁
で
は
私
が
一
番
若
い
。
ま
た
、
私
に
は

法
律
上
の
相
続
権
も
な
い
１0
人
兄
弟
の
末
っ
子
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
子
供
の
い
な
い
私
が
引
き
継

い
で
も
同
じ
事
で
あ
る
が
…
…
。

　

そ
ろ
そ
ろ
、
次
の
所
有
者
と
墓
仕
舞
い
を
考
え

る
時
期
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
本
来
な
ら
、

法
律
的
に
は
子
供
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

エ
ッ
セ
イ

「「  
望望  
郷郷  

終終  

活活  

」　」　

  
天
草
小
六

天
草
小
六    

（
東
京
河
浦
会
　
富
永
英
六
）

（
東
京
河
浦
会
　
富
永
英
六
）

で
心
配
な
い
の
で
あ
る
が
、
甥
・
姪
は
天
草
の
土

地
で
、
育
っ
て
い
な
い
し
、
遊
ん
で
も
い
な
い
。

皆
都
会
育
ち
。
当
然
、
私
の
よ
う
な
望
郷
の
念
が

な
い
。
従
っ
て
関
心
も
な
い
う
え
に
、
相
続
す
る

と
な
れ
ば
、
返
っ
て
、
負
の
遺
産
と
な
る
の
で
あ

る
。
管
理
が
出
来
な
い
う
え
、
毎
年
税
金
の
督
促

が
来
る
。
相
続
人
や
血
縁
の
中
で
欲
し
い
者
は
誰

も
い
な
い
。
ま
た
、
農
地
、
山
林
と
し
て
の
法
律

上
の
制
約
も
あ
る
。
勝
手
に
売
り
買
い
、
譲
渡
が

出
来
な
い
よ
う
で
あ
る
。
都
会
で
は
、
盛
ん
に
終

活
の
奨
め
「
相
続
は
争
族
」
の
記
述
を
目
に
す
る

が
、「
争
族
に
な
り
え
な
い
相
続
の
土
地
」
が
現

状
で
あ
る
。50
筆
近
く
に
も
分
か
れ
て
い
る
宅
地
・

田
畑
・
山
林
。
場
所
も
あ
ち
こ
ち
で
纏
っ
て
も
い

な
い
。地
図
に
場
所
を
記
す
の
も
容
易
で
は
な
い
。

し
か
も
、
小
さ
い
時
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
田

畑
や
山
も
、
藪
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
獣
道
も

分
か
ら
な
い
位
の
土
地
に
な
っ
て
い
る
。

　

河
浦
町
の
人
口
は
昭
和
３0
年
ピ
ー
ク
時
に
は
１

万
５
千
人
以
上
い
た
が
、
２
０
２
０
年
４
月
現
在

で
約
４
千
２
百
人
。
往
時
の
３
割
弱
と
の
事
で
あ

る
。
し
か
も
町
全
体
が
高
齢
化
率
48
％
以
上
で
限

界
集
落
に
近
付
い
て
い
る
。
私
が
上
京
し
た
60
年

前
（
昭
和
３6
年
）、
旧
平
床
村
に
は
、
小
学
校
６

年
生
時
の
私
の
同
級
生
が
１4
人
い
た
が
、
地
元
平

床
で
暮
ら
し
続
け
て
い
る
の
は
３
人
（
因
み
に
関

東
に
は
４
人
）。
後
を
継
い
で
い
る
の
は
一
人
だ

け
で
あ
る
。
私
の
家
と
同
様
に
次
世
代
で
血
筋
の

者
が
引
き
続
き
後
を
継
い
で
い
け
る
家
も
少
な
い

の
で
は
な
い
か
と
《
望
郷
終
活
》
に
思
い
を
馳
せ

る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
し
か
し
…

【
故
郷
の
山
河
は
永え
い

劫ご
う

な
り
】
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８１
歳
人
生
の
想
い

　�

平
田
　
俊
清
（
本
渡
出
身
）

　

昭
和
１4
（
１
９
３
９
）
年
９
月
２１
日
本
渡
町
馬

場
生
ま
れ
8１
歳
で
す
。

　
「
幼
児
期
」
は
本
渡
で
祖
母
と
二
人
暮
ら
し
で

し
た
。
昭
和
２0
年
８
月
、
５
歳
の
と
き
戦
禍
空
襲

が
激
し
く
な
り
坂
瀬
川
木
場
に
疎
開
し
ま
し
た
。

長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
キ
ノ
コ
雲
と
爆
音
を
記

憶
し
て
い
ま
す
。
昭
和
２１
年
４
月
に
坂
瀬
川
小
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
「
坂
中
学
生
時
代
」
は
野
球
、
テ
ニ
ス
、
運
動

会
等
で
近
隣
の
二
江
中
、
手
野
中
学
等
の
ス
ポ
ー

ツ
分
野
で
多
く
の
知
人
、
友
人
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
高
校
時
代
」
は
熊
本
、
長
崎
、
福
岡
等
の
ラ

ジ
オ
放
送
局
及
び
中
国
、
韓
国
等
の
深
夜
放
送
を

聴
く
こ
と
が
趣
味
で
し
た
。
将
来
は
Ｔ
Ｖ
時
代
と

思
い
、
日
本
放
送
協
会
出
版
の
ラ
ジ
オ
技
術
教
科

書
、応
用
編
Ｔ
Ｖ
技
術
教
科
書
を
熟
読
し
ま
し
た
。

３5
年
９
月
１９
日
）
に
副
校
長
の
紹
介
で
東
洋
通
信

機
株
式
会
社
を
訪
問
（
ア
ル
バ
イ
ト
目
的
）
し
た

当
日
、
会
社
の
要
望
で
即
日
入
社
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。会
社
の
担
当
業
務
は
主
と
し
て
船
舶
、

航
空
機
等
の
移
動
通
信
、
航
法
、
監
視
機
器
シ
ス

テ
ム
の
研
究
開
発
及
び
商
品
化
の
担
当
に
な
り
ま

し
た
。
代
表
的
な
研
究
開
発
及
び
商
品
化
の
成
果

は
「
航
空
機
衝
突
防
止
装
置
」
で
す
。
昭
和
46
年

７
月
３0
日
に
発
生
し
た
雫
石
上
空
で
の
Ａ
Ｎ
Ａ
旅

客
機
と
自
衛
隊
機
の
空
中
衝
突
事
故
の
教
訓
か
ら

空
中
衝
突
防
止
対
策
に
つ
い
て
国
内
外
の
関
係
機

関
か
ら
研
究
開
発
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
開
発

成
果
は
衝
突
防
止
装
置
の
性
能
規
格
と
運
用
基
準

が
国
際
基
準
化
に
採
用
さ
れ
旅
客
航
空
機
の
搭
載

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

航
空
交
通
の
安
全
に
は
航
空
機
と
地
上
と
の
管

制
通
信
が
必
須
で
す
。
全
世
界
で
確
実
な
管
制
通

信
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
航
空
衛
星
通
信
が
不

可
欠
な
手
段
で
す
。
提
案
し
た
航
空
機
搭
載
衛
星

通
信
ア
ン
テ
ナ
シ
ス
テ
ム
の
商
品
化
及
び
機
体
装

備
す
る
技
術
基
準
が
国
際
規
格
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。

昭
和
３２
年
６
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
小
倉
テ
レ
ビ
局
が
開
局
さ

れ
た
こ
と
で
天
草
で
も
テ
レ
ビ
の
受
信
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
高
２
生
の
時
に
「
テ
レ
ビ
時
代
の

到
来
！
！
だ
～
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

進
学
は
親
戚
の
勧
め
と
映
画
「
ミ
ク
ロ
の
決
死

圏
」
を
鑑
賞
し
た
影
響
で
、
医
系
大
を
目
標
に
受

験
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
石
炭
か
ら
石

油
に
移
行
期
に
な
り
石
炭
企
業
を
主
な
得
意
先
に

し
て
い
た
父
の
事
業
は
厳
し
く
な
り
、
３
年
生
後

半
か
ら
実
家
の
事
業
を
手
伝
い
す
る
た
め
に
進
学

を
断
念
し
ま
し
た
。

　
「
予
備
校
、
専
門
学
校
期
」
は
高
校
卒
業
６
ヶ

月
後
の
昭
和
３３
（
１
９
５
８
）
年
９
月
に
医
療
系

大
学
を
目
指
す
た
め
、
予
備
校
（
夜
間
）
と
父
友

人
の
紹
介
で
工
学
系
専
門
学
校
に
入
学
し
ま
し

TCAS/PR システム構成

Radio Appreciation Engineering House

脅威機 GAもOｋ

Radio Appreciation Engineering House

MIL/AC、GA等を含む複数機Ok

Radio Appreciation Engineering House

Mode-C情報なしはAPWI

Radio Appreciation Engineering House

　

会
社
に
は
３９
年
間
勤
務
し
た
後
、
60
歳
で
定
年

退
職
を
し
ま
し
た
。
退
職
後
は
航
空
電
子
シ
ス
テ

ム
研
究
所
を
創
立
し
ま
し
た
。
航
空
、
衛
星
関
係

技
術
等
を
各
種
研
究
所
、
大
学
、
各
航
空
関
連
協

会
、
各
航
空
会
社
等
か
ら
委
託
さ
れ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
必
要
な
研
究
開
発
者
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

編
成
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

２１
世
紀
は
ユ
ビ
キ
タ
ス
（
い
つ
で
も
、
何
処
で

も
、
誰
で
も
が
、
安
価
で
、
安
心
で
き
る
社
会
）

時
代
で
す
。
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
社
会
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
化

の
普
及
発
展
に
寄
与
す
る
研
究
開
発
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
須
で
す
。
後
期
高
齢
者
に
な
っ
て
も
日

進
月
歩
、
秒
進
分
歩
で
進
化
に
対
応
す
る
研
究
開

発
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
時
代
に
乗
り
遅
れ

な
い
よ
う
に
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

　

次
世
代
に
必
要
な
研
究
開
発
テ
ー
マ
と
過
去
の

研
究
開
発
成
果
（
書
籍
、
論
文
、
資
料
等
）
の
整

理
整
頓
及
び
失
敗
を
反
省
し
て
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
血
圧
を
電
圧
、
血
流
を
電
流
に
し
た
人

生
に
な
り
ま
し
た
。

た
。
学
費
、
生
活

費
た
め
の
ア
ル
バ

イ
ト
が
必
須
で
し

た
。

「「��

社
会
人
と

社
会
人
と

な
っ
て
」

な
っ
て
」

　

専
門
学
校
就
学

終
了
ま
で
６
ヶ
月

を
残
し
た
（
昭
和
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田中　盛正 ３０,０００
川口　　忍 ３０,０００
坂川　　武 ３０,０００
西浦三喜男 １０,０００
若松　孝市 １０,０００
塚本　浩晴 １０,０００
安達　大悟 １０,０００
山下　順子 ８,０００
明瀬　　健 ８,０００
岩下　直紀 ８,０００
松崎由基夫 ８,０００
新　日出雄 ８,０００
川口　智光 ８,０００
今福　幸春 ８,０００
西田　勝年 ８,０００
山下　純二 ８,０００
島崎源之助 ８,０００
段下　文男 ８,０００
友澤　蘭香 ８,０００
播正ますみ ８,０００
西　　末光 ８,０００
稲田　彰典 ８,０００
田尻　鉄矢 ５,０００
川原　利之 ３,０００
小山　隆紹 ３,０００
天草　二郎 ３,０００
井上　正三 ３,０００
関根　政伸 ３,０００

中本　幸政 ３,０００
三宅　健富 ３,０００
笹原　亮二 ３,０００
原田　幸徳 ３,０００
平山　敏明 ３,０００
黒瀬日出男 ３,０００
上　　元範 ３,０００
大曲　　仁 ３,０００
吉田　眞一 ３,０００
大澤　敏子 ３,０００
加藤　昭子 ３,０００
堺　　千種 ３,０００
清水　利人 ３,０００
鈴木美知子 ３,０００
野田としこ ３,０００
内野　多恵 ３,０００
山田　敏房 ３,０００
清原ミツヨ ３,０００
山下　康親 ３,０００
谷山　弘行 ３,０００
稲葉由紀子 ３,０００
園田　達彦 ３,０００
岩﨑　勝美 ３,０００
河内　康宏 ３,０００
北内　寿夫 ３,０００
仁科　正男 ３,０００
大西由紀子 ３,０００
武田三千穂 ３,０００

尾田　為人 ３,０００
町村　良之 ３,０００
原田　敏明 ３,０００
清原　桂典 ３,０００
天羽　幾世 ３,０００
川端　光広 ３,０００
松尾　　尚 ３,０００
厚田　眞一 ３,０００
前田　幸江 ３,０００
原田　初則 ３,０００
山川　富也 ３,０００
出口　定敏 ３,０００
藤川　富次 ２,０００
池田　光希 ２,０００
玉田　七郎 ２,０００
高尾　朋行 ２,０００
福田　末隆 ２,０００
入来　哲夫 ２,０００
中川　信男 １,０００
佐藤　睦子 １,０００
松尾　和生 １,０００
坂口　政光 １,０００
合計　４０６,０００円

ご寄附者（7８名）　　　　　　　　　合計４０6,０００円

事務局より 令和２年度の会費・維持会費・ご寄付ありがとうございました。
■会の諸活動は、皆様の会費で運営致しております。
■�尚、会費・維持会費・ご寄付を頂いた方には、本来であれば領収書を送付すべきところですが、経費節減を図るため、会報に記載することで省略させ
て頂きます。万一記載漏れ等がございましたら、事務局までご連絡ください。対処させて頂きます。どうかご理解のほどよろしくお願いします。

維持会費（１８名）
堺　　亜琉 ５０,０００
柴田　治美 ３０,０００
桁山千鶴香 ３０,０００
藤川　博祥 ３０,０００
藤川工務店 ３０,０００
荒木　親洋 ３０,０００
上田　幸穂 ３０,０００
塚本　浩晴 ３０,０００
緒方　輝男 ２０,０００
甲田　敏明 １０,０００
山崎　義則 １０,０００
中本　幸政 １０,０００
福田　耕司 １０,０００
園田　峯生 １０,０００
赤石　洋子 １０,０００
内田由美子 １０,０００
安達　大悟 １０,０００
坂川　　武 １０,０００
合計　￥３７０,０００

義援金（7名）
堺　　亜琉 １００,０００
塚本　浩晴 ５０,０００
柴田　治美 ３０,０００
稲葉由紀子 １０,０００
志茂　豊子 １０,０００
西田　勝年 １０,０００
平山　敏明 ３,０００
下川　洋子 ２,０００
合計￥２１５,０００

　令和２年１２月３１日事務局に提出された令和２年
度決算報告書の各事項について監査した。
　会計に関する帳簿、計算書類について立会照合
等により調査した結果、何れも、その取扱いが正
当で、処理が正確であることを認めます。

令和３年１月５日
東京天草郷友会　会計監査　段下正志　　㊞
　　　　　　　　会計監査　若松一喜　　㊞

令和2年度収支決算書
（令和2年1月1日～令和2年１２月３１日）

収入の部 支出の部
前期繰越金 ２,４４５,５２２ 通信費 ４２２,２７２
年会費収入 ５３４,０００ 事務費 １３５,７３４
維持会費収入 ３７０,０００ 支払手数料 ６５,４４８
寄付金収入 ４０６,０００ 慶弔費 ３７,５００
会報広告費収入 ７１２,０００ 会報製作費 9２６,０9０

総会会費収入 ０ 総会費
(会場キャンセル料含） ２３４,８４０

事業収入(のど自慢大会) ４４３,０００ 事業費(のど自慢大会) ５５２,０４４
事業収入(旅行会) １,０７9,０７８ 事業費(旅行会) １,０５８,０７８
幹事会他収入 ３７０,０００ 幹事会他 ３６６,１８9
義援金収入 ２１５,０００ 義援金 ２００,０００

計 ６,５７４,６００ 計 ３,99８,１9５
次年度への繰越金 ２,５７６,４０５

天草　２9名
川原　利之
中本　幸政
桁山　輝雄
若松キヌ子
薮本　房雄
西岡　智彦
上田　幸穂
森　　秋雄
武田三千穂
関根　正伸
方尾　武信
平石　澄広
望月　正男
松野　　宰
松本ユキエ
髙瀬　玲子
大西由紀子
町村　良之
松山　英文
松浦　睦子
徳永　水朗
木田　研一
厚田　眞一
川口　　忍
川原　照文
原田　初則
大木　杜夫
佃　幸人
稲田　改善
有明　２１人
入来　哲男

中川　信男
香月　秀廣
天草　二郎
黒木　憲一
砂岡　俊彦
明瀬　　建
髙戸　三幸
柴田　英雄
山田　敏房
永濱　　巌
今福　幸春
小川　廣美
河内　康宏
柴田　健雄
嶋田　秀樹
押方喜恵子
赤城　一徳
橋本　正志
今福　　武
黒木　良美
五和　３２人
久野　栄子
小林　惟邦
小山　隆紹
寺崎　典男
福井　幸人
井上　正三
佐藤　睦子
吉野平八郎
鳥羽瀬建男
桁山千鶴香
森本　雅雄

岩崎　良昭
清水　一男
松下　一郎
釜﨑�孝行、初女
荒木　親洋
猪口　孝一
長濱　敏明
中井詔太郎
浜﨑　照元
田尻　鉄矢
山下　　登
坂本　秀明
山本　忠義
三澤　哲也
清原　桂典
猪口　逸男
松尾　　尚
池田　光希
清水　一男
村上三保子
西　　末光
牛深　１５人
山崎　義則
𠮷川　栄生
中道　俊信
笹原　亮二
福田　耕司
下川　洋子
早水　橋夫
上　　元範
岩下　好夫
兒島　五郎

長谷場亮祐
緒方　勝志
岡部　佳子
友澤　蘭香
口脇　紀子
大矢野　7人
田中　一俊
古嶋　康義
園田　雅宣
池谷　卓兒
山田　民雄
内野　多恵
川口　智光
河浦　１３名
富永　英六
三宅　康定
三宅　健富
寺平　末廣
倉田　蕃造
坂本　初義
歳田　博文
岩﨑　勝美
仁科　正男
大平　幸博
安達　大悟
大塚　延子
鈴木　弘子
倉岳　7名
藤川　富次
山中　久幸
坂口　政光
大島ひろみ

稲葉由起子
稲田　彰典
高尾　朋行
御所浦　１４名
西浦三喜男
西浦ミチ子
森田　義博
藤門　昌朝
田中　盛正
森　　智昭
小平　三男
脇村うさ子
荒木　次代
青山　典子
松﨑由基夫
竹下　輝昭
天羽　幾世
播正ますみ
新和　２１名
清水　幸人
山下　順子
平山　敏明
浦田　　建
湯澤　泰彦
船元　俊之
清水　利人
鈴木　鈴美
山川　富也
大田　勝美
藤川　博祥
谷山　弘行
園田　達彦

野崎　行男
番家　恵介
尾田　為人
小野寺峰子
川端　光広
助村　龍弘
岡本　日吉
川端　末裕
栖本　１７名
緒方　　清
今泉　セツ
木島　昭子
勝木　　隆
竹馬　久雄
吉田　眞一
山口　安信
近藤　賢一
倉田　清吾
久保内総子
兼平りみ子
川端美根子
原田るみこ
岡田　松市
原田　敏明
玉田　七郎
酒井ノブ子
姫戸　１４名
甲田　敏明
井上　　勉
山田慶次郎
前田　義明
山田　慶記

若松　孝市
木場　光市
内田由美子
出口　定敏
山下　純二
吉永　英二
前田　幸江
木本　美咲
本渡　３７名
山口　誠一
織田　　堅
新　　征男
松尾　希一
山田　　清
山中　麗子
原田　幸徳
原田　純吾
梅本　　進
渡辺　和則
大川千恵子
金子　尚弘
園田　峯生
大曲　　仁
吉本　　守
赤石　洋子
松下　　治
伊藤　博通
鈴木美知子
松尾　和生
野田としこ
藤田　和雄
山下　康親

森下　幸造
松本マチ子
新　日出雄
井坂久美子
北内　寿夫
小島　信雄
玉田　元康
柏原芙紀子
鶴田　義久
秋田　健二
亀子　　昴
星野　悦子
平山　直子
村田　満徳
松島　7名
大久保幸一
松田　裕一
清原ミツヨ
髙戸　　昇
塚本　浩晴
志茂　豊子
坂口　亜衣
龍ヶ岳　１６名
緒方　輝男
段下　正志
中　　直治
中野　重徳
西岡　捷平
岩下　直記
堺　　千種
瀧下　啓介
坂口　早生

濱﨑　　明
溝脇　啓子
坂川　　武
堺　　亜琉
島﨑源之助
段下　文男
久保祐一郎
苓北　１４名
柴田　治美
安藤　儀幸
黒瀬日出男
大澤　敏子
加藤　昭子
雨森　雅子
大仁田　淳
山崎　洋和
小森　友恵
金子　秀明
西田　勝年
松本　浩樹
中村加津枝
田付　　明
会友　3名
木村　　功
逢川まさき
石塚　泰子

令和２年度会費納入者一覧表（１２月３１日現在）
会費納入者　２67名 合計5３４,０００円

　



東京天草郷友会 会報令和３（２０２１）年３月１５日（17） 第１１２号

「のさりの島」上映決定！
　コロナ禍により延期となっていた、天草舞台の映画「のさりの島」の
上映が決定しました！天草人の心に宿る、人の温かみをぜひ感じてく
ださい。（「のさりの島」上映プロデュースプロジェクト／渡邉健）

日時　令和３年５月２９日（土） ※公開初日
場所　渋谷・ユーロスペース（東京都渋谷区円山町１-５）

� ※詳細は別配布のチラシまたは公式ホームページをご覧ください。



令和３（２０２1）年３月1５日 （18）東京天草郷友会 会報第１１２号
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お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
東
京
天
草
郷
友
会
の
会
報
１

１
２
号
を
漸
く
皆
様
の
お
手
元
へ
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
２
０
２
１
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら

ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
勢
い
は
一
向
に
衰
え
ず
、
遂
に

は
昨
年
４
月
に
続
い
て
２
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
後
半
に
は
経
済
復
興
の
た
め
政
府
に
よ
る
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
事
が
か
え

っ
て
コ
ロ
ナ
感
染
数
を
全
国
的
に
増
大
さ
せ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
政
府
は
経
済
再
生
と
感
染
防
止
の
二
足
の
草
鞋
を

実
現
す
る
考
え
の
よ
う
で
し
た
が
、
結
果
的
に
上
手
く
い
か

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

我
が
東
京
天
草
郷
友
会
に
お
き
ま
し
て
も
昨
年
来
か
ら
年

明
け
早
々
に
予
定
さ
れ
て
い
た
様
々
な
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
も

次
々
に
中
止
へ
と
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
各
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
の
皆
様
方
も
大
変
残
念
な
思
い
を

さ
れ
た
こ
と
と
察
し
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、

広
報
部
で
も
会
報
１
１
２
号
の
編
成
を
ど
の
よ
う
な
内
容
に

る
か
を
昨
年
来
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
日
々
議
論
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
会
員
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
頂
き
、
ご
自
身
の�

エ
ッ
セ
イ
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

広
報
の
責
任
者
と
し
て
私
自
身
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、

郷
友
会
の
先
輩
会
員
の
皆
様
が
会
報
に
積
極
的
に
ご
登
壇
頂

き
、
こ
れ
ま
で
の
並
々
な
ら
ぬ
人
生
経
験
を
ご
披
露
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
で
す
。
後
輩
の
た
め
に
も
ご
経
験
談
を
聞
か
せ

て
頂
け
れ
ば
人
生
の
励
み
に
も
な
る
と
思
う
の
で
す
。
ご
自

分
の
人
生
経
験
を
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
音
声
に
で
も
収
録
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
広
報
部

で
文
章
化
も
可
能
で
す
。
是
非
、
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
の

積
極
的
な
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
未
だ
収
束
の
見
通
し
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
の
環

境
下
で
す
が
、
も
う
間
も
な
く
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
実
現
の

運
び
と
な
り
ま
す
。
本
年
も
会
員
の
皆
様
と
ご
家
族
の
ご
健

勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。�（
文
責　

稲
田
彰
典
）

財
務
部
だ
よ
り

　

私
た
ち
の
任
務
は
『
会
の
財
務
の
恒
久
的
な
安
定
化
を

図
り
、
各
種
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
財
務
計
画
の

策
定
及
び
そ
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
』
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
通
り

・�

平
山
敏
明
（
新
和
）・
赤
石
洋
子
（
本
渡
）・
野
田
と
し

子
（
本
渡
）・
富
山
訓
全
（
御
所
浦
）・
満
田
茂
春
（
大

矢
野
）・
湯
沢
泰
彦
（
新
和
）・
出
口
定
敏
（
姫
戸
）・

藤
川
寿
子
（
新
和
）・
倉
田
蕃
造
（
河
浦
）・
山
田
慶
次

郎
（
姫
戸
）

　

今
年
度
（
令
和
２
年
）
は
、
年
初
か
ら
世
界
中
を
震
撼

さ
せ
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
で
人
命
か
ら
経
済

ま
で
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で
当
会
も
４
月

の
総
会
始
め
、そ
れ
以
降
の
事
業
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
７
月
に
は
豪
雨
災
害
（
詳
細
は
前
号
に
記
載
）
が
発

生
し
、当
会
か
ら
天
草
市
に
義
援
金
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
中
で
年
間
の
収
支
は
例
年
通
り
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
部
だ
よ
り

　

天
草
の
歌
新
曲
掲
載
の
お
知
ら
せ

　

東
京
天
草
郷
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
曲
【
泳
げ
！！

魴ほ
う

鮄ぼ
う

く
ん　

朝
市
王
者
】（
歌
：
松
下
ま
き
さ
ん
）
を
掲

載
し
ま
し
た
。
天
草
市
河
浦
町
の
海
・
人
へ
の
応
援
歌
！

と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
作
詞
は
、
﨑
津
に
お
住
ま
い
の

朝
倉
さ
ん
。
作
曲
は
、
吹
奏
楽
部
出
身
の
岸
本
さ
ん
。
編

曲
・
歌
は
亀
場
町
の
ピ
ア
ノ
教
室
講
師
の
松
下
さ
ん
。
﨑

津
で
は
、
魚
の
魴ほ

う
鮄ぼ

う
の
こ
と
を
「
き
ん
つ
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。「
き
ん
つ
」
は
年
間
を
通
じ
て
底
引
き
網
漁
獲

さ
れ
る
な
じ
み
の
深
い
魚
と
の
こ
と
で
す
。
軽
快
な
歌
で

す
。
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

�https://am
akusa-gouyuukai.com

/am
a�

kusanouta/oyoge_houboukun.htm
l

 

（
文
責　

小
山
康
志
）

で 校歌放送始まる！
　東京天草郷友会のホームページ用に集めた約１５０
曲の「小中学校の校歌」が毎週流れる番組が始まり
ます。企画を「郡市退職校長会さん」に持ち込んだ
ら快く引き受けて頂き、各自治体その他の資金ご支
援で４月からスタートします。
　１年半掛かります。関東や関西のふるさと会の方
も出演頂きます。電話で思い出話等のインタビュー
出演です。
　どの学校が何日放送されるかは、分かりませんが
放送されると、その週３回再放送があります。３月
末の週に主旨や経緯等のプレ放送が有ります。４月
第１週から本放送開始です。
　天草在住の方はエフエム放送で聞けますが、離れ

て暮らす人はみつばちラジオの無料アプリをスマホ
等にダウンロードして戴くと聴く事が出来ます。添
付QRコードから、又は東京天草郷友会のホームペー
ジから読取ってアプリを取得して下さい。ホーム
ページの「校歌コーナー」には歌詞も付いています。
「みつばちラジオ」では早朝から天草の話題が流さ
れていますので今日から是非お楽しみ下さい。

追記　放送予定時間（約 ３０分）
　毎週火曜日　１９時 ～（最初）オリジナル放送
　水曜日　　６時　 ～２回目
　木曜日　１４時　 ～ ３回目
　日曜日　１２時半 ～４回目

みみつつばばちちラジオラジオ


